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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第58期

第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 15,403,259 16,533,121 20,975,535

経常利益 (千円) 809,811 682,913 925,209

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 217,326 429,294 261,876

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 385,130 373,098 430,146

純資産額 (千円) 9,411,032 9,634,043 9,473,371

総資産額 (千円) 16,632,834 17,157,913 16,809,463

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 20.51 34.35 23.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 56.58 56.15 56.36
 

 

回次
第58期

第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.58 15.38
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、第１四半期連結累計期間において、 菊水香港有限公司を新たに設立いたしましたので、第１四半期連結累

計期間より同社を連結の範囲に含めております。同社は特定子会社に該当します。

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントを単一セグメントに変更しております。詳細は、「第

４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「２．報告セグメ

ントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の改善が見られるなど、景気の緩やかな回復基調が続

いております。しかし、個人消費の伸び悩みや、海外景気動向について不透明な状況であることなど、今後の景気の

先行きに関して与える影響は不透明であります。

このような状況の中、当社グループは、従来の経営方針である<安全第一・品質第一・環境第一・顧客第一>「下地

から仕上げまで～技術力の創造～」、「総合塗料メーカーをめざす」方針を掲げ、良い伝統を築いていく所存であり

ます。当第３四半期連結累計期間においては「Ｋ’ｓ（キーズ）」を冠した製品や「ロイヤルセレクション」と題し

耐候性に優れた塗料をパッケージ化し、市場での普及促進に努めました。そして、物流の見直し、全社を挙げてのコ

ストダウンに努めるとともに、新製品の開発及び販売、新規顧客の獲得に向けて積極的な営業活動を展開し、工事に

おいては、品質、安全管理の強化による販売体制を整え、シェア拡大に努めました。また、リフォーム市場の復調と

いう環境下に加え、前期に投入したリフォーム用の高付加価値新製品である「デラフロン」シリーズが好評で、顧客

の皆様より多数ご指名頂き、戸建住宅の改修工事の売上を伸ばすことができました。加えて、その他特殊工事の体制

の再整備により、多くの受注を頂き、売上を伸ばすことに寄与することができました。

その結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は165億33百万円と前年同四半期と比べて11億29

百万円の増収となりました。

また、利益につきましては、営業利益は６億32百万円と前年同四半期と比べ１億41百万円の減益、経常利益は６億

82百万円と前年同四半期と比べ１億26百万円の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億29百万円と前年同四

半期と比べ２億11百万円の増益となりました。

なお、当社グループは、製品販売・工事の単一セグメントのため、セグメント別の記載は省略しております。

 
(2)財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は171億57百万円(前連結会計年度末比３億48百万円増)となり

ました。

これは主として投資有価証券が３億64百万円増加したことによるものであります。

 

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は75億23百万円(前連結会計年度末比１億87百万円増)となり

ました。

これは主として支払手形及び買掛金が１億99百万円増加したことによるものであります。

 

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は96億34百万円(前連結会計年度末比１億60百万円増)とな

りました。

これは主として利益剰余金が１億99百万円増加したことによるものであります。
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(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億11百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 34,000,000

計 34,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,744,054 12,744,054
東京、名古屋
各証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株であ
ります。

計 12,744,054 12,744,054 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

― 12,744 ― 1,972,735 ― 1,670,795
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 　234,800

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　12,507,700 125,077 同上

単元未満株式 普通株式　 　 1,554 ― 同上

発行済株式総数 　　　　　12,744,054 ― ―

総株主の議決権 ― 125,077 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
菊水化学工業株式会社

名古屋市中区錦二丁目
19番25号日本生命広小路
ビル

234,800 ― 234,800 1.84

計 ― 234,800 ― 234,800 1.84
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　

 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役

兼　汎用塗料事業本部長

兼　工業用塗料事業部担当

兼　経営企画室担当

兼　海外事業部担当

常務取締役

兼　汎用塗料事業本部長

兼　工業用塗料事業部長

兼　経営企画室担当

兼　海外事業部担当

橘　佳樹 平成27年11月１日

取締役

兼　工業用塗料事業部長

兼　海外事業部長

兼　菊水化工（上海）有限公司董事長

取締役

兼　海外事業部長

兼　菊水化工（上海）有限公司董事長

 

永井　剛 平成27年11月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,251,307 4,251,828

  受取手形及び売掛金 5,350,147 ※  5,664,160

  商品及び製品 785,766 910,653

  仕掛品 199,501 314,962

  原材料及び貯蔵品 346,508 393,943

  繰延税金資産 129,846 129,846

  その他 843,101 569,903

  貸倒引当金 △5,006 △5,182

  流動資産合計 12,901,172 12,230,115

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 540,296 542,853

   機械装置及び運搬具（純額） 131,427 162,518

   土地 843,590 1,100,697

   リース資産（純額） 78,125 44,761

   その他（純額） 56,628 209,029

   有形固定資産合計 1,650,067 2,059,859

  無形固定資産   

   のれん 313 156

   その他 62,558 80,466

   無形固定資産合計 62,871 80,623

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,698,368 2,062,961

   繰延税金資産 38,225 50,007

   長期預金 300,000 510,000

   その他 168,429 165,257

   貸倒引当金 △9,671 △912

   投資その他の資産合計 2,195,352 2,787,314

  固定資産合計 3,908,291 4,927,798

 資産合計 16,809,463 17,157,913
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,622,042 ※  3,821,213

  短期借入金 1,271,412 1,470,737

  1年内償還予定の社債 68,800 68,800

  1年内返済予定の長期借入金 80,848 56,848

  未払法人税等 14,988 195,545

  完成工事補償引当金 53,702 24,933

  その他 1,064,063 808,826

  流動負債合計 6,175,857 6,446,904

 固定負債   

  社債 76,000 27,200

  長期借入金 322,062 273,926

  役員退職慰労引当金 132,766 127,920

  完成工事補償引当金 35,877 37,206

  退職給付に係る負債 489,454 500,757

  その他 104,073 109,955

  固定負債合計 1,160,233 1,076,965

 負債合計 7,336,091 7,523,870

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,972,735 1,972,735

  資本剰余金 1,670,795 1,670,795

  利益剰余金 5,595,300 5,794,981

  自己株式 △135,598 △118,411

  株主資本合計 9,103,232 9,320,100

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 373,895 367,921

  退職給付に係る調整累計額 △19,012 △13,690

  為替換算調整勘定 15,256 △40,288

  その他の包括利益累計額合計 370,138 313,943

 純資産合計 9,473,371 9,634,043

負債純資産合計 16,809,463 17,157,913
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 15,403,259 16,533,121

売上原価 11,259,449 12,251,715

売上総利益 4,143,810 4,281,405

販売費及び一般管理費 3,370,159 3,649,385

営業利益 773,651 632,020

営業外収益   

 受取利息 18,967 7,009

 受取配当金 21,567 42,639

 仕入割引 1,445 983

 その他 33,701 30,590

 営業外収益合計 75,682 81,222

営業外費用   

 支払利息 13,678 12,985

 売上割引 10,106 9,279

 株式交付費 12,981 -

 その他 2,756 8,064

 営業外費用合計 39,521 30,329

経常利益 809,811 682,913

特別利益   

 投資有価証券売却益 2,786 ―

 負ののれん発生益 7,629 ―

 特別利益合計 10,415 ―

特別損失   

 固定資産除却損 24,079 8,416

 投資有価証券売却損 ― 2,095

 事業譲渡損 412,476 ―

 特別損失合計 436,555 10,512

税金等調整前四半期純利益 383,672 672,401

法人税等 164,877 243,106

四半期純利益 218,795 429,294

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,468 ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 217,326 429,294
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 218,795 429,294

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 165,431 △5,973

 退職給付に係る調整額 904 5,322

 為替換算調整勘定 ― △55,544

 その他の包括利益合計 166,335 △56,195

四半期包括利益 385,130 373,098

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 383,455 373,098

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,675 ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した菊水香港有限公司を連結の範囲に含めております。

 

(会計方針の変更等)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

項目
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(追加情報)

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い）

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員持株会に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行ってお

りましたが、平成27年８月をもって信託は終了しております。

 
(1) 取引の概要

　当社が「菊水化学工業社員持株会」（以下「当社持株会」）に加入する従業員のうち一定の要件を充足す

る者を受益者とする信託を設定し、当該信託は５年間にわたり当社持株会が取得すると見込まれる数の当社

株式を、予め定める取得期間中に取得します。その後、当該信託は当社株式を毎月一定日に当社持株会に売

却します。

　当社株式の取得及び処分については、当社と信託口は一体であるとする会計処理をしております。従っ

て、信託口が所有する当社株式を含む資産及び負債並びに損益については連結貸借対照表及び連結損益計算

書に含めて計上しております。
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(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度17,187千円、34千

株であります。当第３四半期連結会計期間においては、信託期間が終了しているため、信託に残存する当社

株式はありません。

 
(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

前連結会計年度60,000千円

当第３四半期連結会計期間においては、信託期間が終了しているため、計上された借入金の帳簿価額はあ

りません。　

 

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社は、従来、役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を役員退職慰労引当金

として計上しておりましたが、平成27年６月26日開催の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度

を廃止しております。

　これに伴い、同総会終結の時まで在任期間に対応した役員退職慰労金を打ち切り支給することとし、その

支給の時期につきましては、各取締役及び各監査役の退任時とし、具体的な金額、方法等は、取締役は取締

役会に、監査役については監査役会に一任することを決議いたしました。このため、当該支給見込額につい

ては、引き続き役員退職慰労引当金に含めて計上しております。

 
 

(四半期連結貸借対照表関係)

　※　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

 受取手形 ―千円 290,285千円

 支払手形 ―千円 31,439千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

 減価償却費 134,254千円 148,649千円

 のれんの償却額 8,727千円 156千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 94,347 ９ 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月14日
取締役会

普通株式 52,410 ５ 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

(注) 1.平成26年６月27日定時株主総会の決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金

1,161千円が含まれております。

2.平成26年11月14日取締役会の決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金375千

円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成26年12月15日を払込期日とする有償一般募集、平成26年12月19日を払込期日とする有償第三者割当

を実施いたしました。

その結果、当第３四半期連結累計期間において、資本金及び資本剰余金がそれぞれ578,635千円増加し、当第３四

半期連結会計期間期末において、資本金が1,972,735千円及び資本剰余金が1,670,795千円となっております。

 
当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 137,600 11 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月13日
取締役会

普通株式 87,564 ７ 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金
 

(注) 1.平成27年６月26日定時株主総会の決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金

383千円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

製品販売・工事 セラミック 計

売上高     

  外部顧客への売上高 15,007,682 395,577 15,403,259 15,403,259

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 15,007,682 395,577 15,403,259 15,403,259

セグメント利益 740,415 33,235 773,651 773,651
 

(注)1. 報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書の営業利益の金額は一致しております。

2． セラミック事業は、平成26年10月31日に事業譲渡を行い、当事業から撤退しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前連結会計年度までの当社グループは、「製品販売・工事」、「セラミック」の二つを報告セグメントとして

おりましたが、第１四半期連結会計期間より「製品販売・工事」の単一セグメントに変更しております。

　この変更は、前連結会計年度においてセラミック事業を事業譲渡したことに伴い、事業セグメントの区分方法

を見直したことによるものであります。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

 １株当たり四半期純利益金額   20円51銭  34円35銭

    (算定上の基礎)    

   親会社株主に帰属する四半期純利益 (千円) 217,326 429,294

    普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額

(千円) 217,326 429,294

    普通株式の期中平均株式数 (千株) 10,595 12,498
 

（注）1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2.株主資本において、自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益

金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期連結累計期間

89千株、当第３四半期連結累計期間11千株であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第59期(平成27年４月１日から平成28年３月31日まで)中間配当については、平成27年11月13日開催の取締役会にお

いて、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。　

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　      87,564千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 　 　７円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成27年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月12日

菊水化学工業株式会社

取締役会  御中

 

仰 星 監 査 法 人
 

 

　代 表 社 員

 業務執行社員
公認会計士 柴田　和範 印

　代 表 社 員

 業務執行社員
公認会計士 三宅　恵司 印

 業務執行社員 公認会計士 元雄　幸人 印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菊水化学工業株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日か

ら平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菊水化学工業株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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